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『Hwang Jae Nai Kyung』 is the greatest and oldest b。ok on oriental medicine. It 

contains all the basic theories of oriental medicine. 

OB&GY in oriental medicine have been developed on the foundati。n of 「Hwang

Jae Nai Kyung』. However no intensive gynecological studies on 『Hwang Jae Nai 

Kyung』 has been performed to this day. Hereupon, an investigation on OB&GY in 

Hwang Jae Nai Kyung is done for future theory and clinical study. The phrases 

that contain OB&GY are totally 24 in the chapter 16 of Somun and total of 9 in 

the chapter 8 of Youngchu. Phrases dealing with pregnancy were total of 9, which 

was the most frequent. Also statements about amenorrhea, lower abdominal pain, 

bleeding, discharge, menstruation, jangdam, sukga, postpartum, infertility were 

found. 

Hence, more studies of OB&GY in 『Hwang Jae Nai Kyung』 is needed in order 

to verify and apply the theories stated in 『Hwang Jae Nai Kyung』.

Key Words: 『Hwang Jae Nai Kyung』, OB&GY, amenorrhea. 

I . 總 論

黃帝內經은 현재까지 존재하는 醫學書籍 중에 

서 馬王堆에서 출토된 醫書를 제외하고는 가장 

그 연대가 빠른 것으로 黃帝內經의 醫學理論은 

현재까지도 韓醫學을 구성하고 있는 基짧 理論의 

근거가 된다.11 

* 교신저자 ; 이경섭, 慶熙大學校 韓醫科大탤 獅A科學敎室,
02-3'엉57-9002. 

歷代 醫家들은 醫A이 되는 첫 단계로 먼저 

黃帝內經을 精讀하였고 醫續에 종사하기 이전에 
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t다'rl'i內깎의 思싶!파 j멍:I'먼부터 인식을 한 후에 醫

취기 되 었다고 한다_21 

오늪딜 팩方iJJliA科‘떤은 黃우iT內經올 시 작으로 

)~씌代 챔家닫을 거 치 그 理論파 |써,J:.f;的인 내용이 

풍부해지고 현대이1 들어서는 西洋챔딴的인 지식 

까지 너해져 많은 벨션을 가져왔다‘ 그러나 險醫

젠의 꿇{잖앤폐l얀로 기정- 근긴이 되는 퍼↑D'內經어l 

대한 {빠':it는 없었다. 

이에 서자는 퍼1iT內싼에 나타난 싸A科에 관 

i션판 내용을 조사하는 것이 향후 文柳 冊짧와 

|폐,It애 도움-이 되바마 생각하여 본 돼究촬 시행 

히지l 되었다. 

II. 調養對象과 昭究方法

1) 1rou11Jn j러싸|시섬素1::r1 이라 命γl된 것을 lα4시으 

_;','_ 힌 !빙 X을 ;u,해 f1Ji 象으_;';'. 하였다 

2) !;._· f, 싸人, )}파C'I、셔), }Ji), |떠(IJ힘IJ)Jt, |띠絡), 1'-1lt 
mt:, ffJJ야, 때iff, lltFS, {|빠, 4、삐, :flf(:f'L), 懷

r. 씨[ f-(i/ 「), 체, llfl, WYI싸, ’i'l1뼈를 검색어쿄 사 

용하이 조사하있으며 검색된 조문 중 해당 검색 

아달 포함하고 있으나 부인과에 관련되지 않은 

내용은 제외하있다.·) 

ill. 本論

理生

•. 싸↑l으1 ~:IL;)며7]· ~i:;힌 內싼대11따 8감 71篇을 

따木으로 하이 1파代의 l〕水이 24짝 81篇으로 改

댐하띤서 H 하여 tlllil퍼w內젠;$1버이 라 불렀던 

갓을 *↑t의 !하保ilfli, 林Ni、 등이 校正한후 孫~G기 

이닫 다시 IE많히여 모두 6000여 군데를 고친 

것플 新校IE, 즉 Jti; )\'깨f!Jrl퍼땀內經*‘|버이 라고 命
?'1 힌다, 

** 패쿄 檢索펀 條文중에서 |따가 )짜!바에 해당 
하는- 것은 지l외하였고 ’1'i1쐐로 4췄索펀 條文중에서 

小따에 해딩하는 내용은 제외하였다‘ 

138 

『素問·上古天힐論篇』 

?꿈티; A年;/£而無子者, 材)J캠페‘- 將天핑k然也, 

11皮{미 l::::J: 女子七歲, 판氣)래, 따更髮효; 二七而天쫓 

至, 任M通, 太i며DJKI꽤, 月事‘以時下, 故有+; 三七,

뽑氣21'·均, 故힐牙生而長極.; 때七, )jjj핍’썩I<:, 髮ti:핸, 

身體盛Ill:; 1i七, ~~明l派哀, 而ljfl魚, 앓IJM힌; 六←七,

三陽DIK哀於上, 面皆魚, 양tlJfJ 白; 七七, ff”IKJ~룹, 太

術DIK哀少, 天쫓뼈, J也進不通, 故形l폈而無子也. 

『素問·五滅~IJ論篇』

腦隨ι몹’O빼웰女子|따, 此六원t也氣之所生也, 皆滅

於除而*於地, &이JJr 而不j찌, 名 티奇↑니之씨; 

2. 쩌f娘 

『핑問·)復中폐篇』 

何以知懷子之R生也. 1111伯너· 身有病而無*|씨R 

也‘

『素問·平A氣象論篇』

4큐,A手少l잖n따깨甚원, 끼[子也 

I' 침칭樞· 5테快~f;서』 

女子手少陰n때h甚者·/,표子. 

『素問·陰l~~~IJ詢篇』

P슛f며修잉IJ닙펌之有子 ”숫F易l않)]9j써死, 陽加;於陰5임 

之ff. 않J,if(~~if벽5엽之째. 

『素問·六j[;JE紀大論篇』

뭄해·問티; 해J\..1디身, 毒之何如. ii皮伯티; 有故無

생, 꺼、無9lH!1 땀티’ 願閒其故, •iirnWili. 11皮↑El I三): 大

펴大聚, 其可犯也, 哀其太半而止, 過者死.

『素問·奇病論篇』

黃w1펌티; A有重身, )L,月而훤, 此j퍼↑可t디. ill해디 

對티; 뻐之絡O없쩌也. 帝bl: 何以言之‘ 11皮伯티 )J띤 

絡겁-, 짧於l품, 少l찮之n따, 펴’뿜緊톰本, ~Y:/F能듬‘ 

帝티‘ 治之奈何, 11皮때티; 無治也, 當 | 月復. 써法 
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티; 無頻不足,益有餘,以成其修,然後調之.所謂

無揚不足者, 身힘흉낀휠, 無用鍵石也; 無益其有餘者,

眼中有形而뻐之, j世之則精出而病獨裡며, 故티修成 

也.

「素問·국i常政;k論篇」 

帝담· 歲有8읍철不育, 治之不全, {다氣使然. M:is 
티; 六氣五類, 有相勝制也, 同者盛之, 異者哀之,

此天地之道, 生化之常也, 故歐1윷司天, 毛蟲靜, 쩌 

蟲育, 介蟲不成, 在없y 毛蟲育, f果蟲純, 꺼껑蟲不育. 

少陰司天, ;j~蟲靜, 介蟲育, 毛蟲不成, 在옳, 거낌蟲 

育, 介蟲純不育-- 太|쏠司天, 傑蟲靜, 購蟲育, 쩌蟲 

不r.&, 在없, f果蟲育, 購蟲不成. 少陽司天, 쩌蟲靜, 

毛蟲育, f없蟲不成, 켠E::lll, 쩌蟲育, 介蟲錢, 毛蟲不

育. 陽明司天, 介蟲靜, 쩌蟲育, 介蟲不成, 在良,

介蟲育, 毛蟲純, 쩌蟲不成‘ 太|場司天, 購蟲靜, f果

蟲育, 在없, 購蟲純, {果蟲不育-- 諸乘所不成之運,

則甚생. 故氣主有所制, 歲立有所生, 地氣,$1]己勝,

天氣制l勝己, 天해IJ色, 地制形, 五類哀盛, 各隨其氣

之所宜t디. 故有~El짱不育, 治之不全, 此氣之常也

『素-問·六f그王紀大論篇』 

fl此太陽司天之政, 氣化運行先天, 天氣園, 地氣

靜. 寒꽤太虛, 陽氣不令, 水士合德, 上應、辰星鎭星‘

其싫玄黃今, 其政開, 其令徐‘ 寒政大챙냥, j뽕無陽짧, 

則火發待時.少陽며治?時雨乃裡 止極雨散,還於

太陰, 雲朝北極, ;설1t乃布, ;뿔流萬柳 寒數긍二上, 

품‘動手下, 맺t':l젤之氣, 持於氣交, 民病寒i붉, 發IDU처 

쫓, 足殘不4k, 땀i寫血t益. 初之氣, 地氣適, 氣乃大

溫, 草乃早榮, 15!:.乃|랩, t없病乃↑'F, 身熱, 頭痛, 樞

u±, 11/L勝熺傷‘ 二之氣, 大;京反至, 民乃慘, 草乃遇

寒, 火氣途i'!D, 1£病氣蠻中滿, 寒乃始. 三之氣, 天

政布, 댔氣行, 雨乃降, fl(,病寒’, 反熱며, 擁f료ff下, 

心熱贊f엽, 不治者死, 四之氣, JID.\i젖交爭, 風Jt鳳雨,

乃長‘ 乃化, 乃成, 民病大勳少氣, HfL해쫓, 足擾,

注下~8. 五之氣, 陽f흥1l, 훨T'J長, 乃’ 1t, 거,成, 

民T: 합- 終之눴, 地氣正, i쩍쥬l'fr, 陰l疑太虛, 행홈 

랬野, 民乃慘|奏, 寒風以至, 反者Z좁乃死 

『黃帝內經」에 나타난 歸人깎에 關한 文斷考察

「素問·奇病論篇』

帝티; A生而有病者, 病名티何, 安~Jf得之. 做伯

日; 病名寫뼈病, 此得之在母顆며時, 其母有所大

驚, 氣上而不下, 精氣#居, 故令子發寫鎭病也,

3. 無져經 

『素問·陰陽~lj論篇』

=陽之病‘ 發心牌, 有不得l穩曲, 女子不月 其傳

薦風消, 其f專寫息寶者, 死不治.

『素問·評熱病論篇』

月事不來者, 腦服閒也, a젤HIK者屬心而絡於뼈며, 

今氣上追師y 心氣不得下通, 故月事不來也‘

『素問·評熱病論篇』

帝B: 有病뽑風盧, 面lltl짧然獲, 害於듬, 可刺不‘

l뼈{퇴 a: 虛不當刺, 不當刺而刺, 後五日其氣必、至,

帝티; 其至何如. 뼈伯티; 至必少氣時熱, $풍熟從빼 

背J::至頭, j千ili, 手熱, 口乾苦휩, 小便黃, 目下睡,

願qi 嗚, 경·重難):),行, 점事不來, k흉而不能食, 不能

正f흉, 王題則쳤, 病名日風水, 論在刺法'*'·

『靈樞·l!S氣藏府病形』

볕중服急甚첼骨?顧族1 微急헬沈廠휠-隊, 足不收, 不

得前後. 繹甚鎬折흉, y뤘援寫洞, 洞者, 食不化, 下

l힘還出‘ 大甚寫l쏠樓, -0앉大寫石水, 起願E下至小願,

睡睡然上至뽑院, 死不治. 서、甚寫洞池, 微小薦消痛.

f몹甚馬體價‘ 微1過寫骨擾, 坐不能起, 起윗lj 目無所見.

溫흉寫大癡, 微t옮寫不月沈傳, 

『素問·眼r:p論篇』

1!TB: 1양病J뼈j支liJlj者, ”j於食, 病;fJ!IJ先間IJ.fil!J차 

몇, 出淸淑, 先i睡血, 四支淸, 텀뼈, 時時前後血,

病名짤J何, 何以得之. 뼈伯티; 病名血땐. JJ:t↑흉之年 

少時, 有所大脫血, 若醒入房中, 氣喝~ff흉, 故月事

흉少不來엠. 帝日: 治之奈{피. 複以何術 U反1면터; 

;↓펴烏Ml骨一鎭젊二物찬合之, }!),).僅VP, 大켓p;j、 

豆, 以五갯L寫後飯, 餘以껴힘魚、f十, 利陽中及傷Bft!L.
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『靈樞·熱病』

男子如盛, 女子如|니, 身體)]'£흉如解, 不欲飯食,

先取j벚없見血, 視폐上없者, 盡見血也.

4. 樹源

『素問·|짝陽씨論篇』 

l찮l많|附힘냄之f퍼. 

『素問· /치元正紀大論篇』 

)‘L此少陽司天之政, 氣化j펄行先天, 天氣正, 地氣

優, 風乃暴생, 木땀沙飛, 씻化乃流, 陰行陽化, 雨

乃時應, 火木|피德, 上應榮뜸한歲星, 其썼깨蒼, 其.政

하%, 其令優. 故l꾀熱參布, 雲物i째械 太|쓸橫流, 寒

乃時至, i京雨jψ起. 民病寒中, 外發9훨傷, 內체itlti웹, 

故괜A週之, ;fJJ而不爭, 往復之作, 民病寒熱, 댐뻐, 

짧碩, "'쿄|止, 上깨|;, H파色變. 初之氣, 地氣週, 風勝

乃搖, 겠乃去, 候乃大溫, 草木早榮, 寒來不殺, j없 

病乃起, 其病氣빼於上, 血溫目 f}f;, 값j띤頭痛, 血h껴 

5. 帶下

『素問·챔論篇』 

생、섰!無網, Jifi'때不得, ;광、j'f:於外, 入房太甚, 宗節

池從, 發~節‘}쫓, 及쐐白젠. 

『索|펌·권·空論篇』 

任”nui;·, 起於中極之下, 以上毛際, ’휩6흉嘉, 上關

:JG, 至U며U候, 上11때個面入目. 術M者, 起於氣街, slfl 

少|찮之經, 俠깥f上行, 至|찮中而散 任)JIK쩌病, 男子

內結七빠, 女子땀下~잊聚 術”IJU쪽J病, j펀氣喪急. 

6. 不班

『갖·問--딩’空詢篇』 

’댄)JJKf파病, 주f~현反折. 督9따者, 起於少順, 以T骨

中央, 女子入戰廷iL, 其孔滿iL之端也, 其絡끼립陰器, 

合흉떼, *꿇裝後, 었IJ鏡땀, 至少|쏠與巨陽, 中絡者,

合少陰, 上股內後風, 몹휴]젊 l품, 與太陽起於日內뿜, 
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上願交願, 上入絡腦, 還出31]下項, )I頂릅뱀內, 俠흉 

批體中, 入個띤絡뿜. 其男子個華下至흉, 與女子等.

其少題直上者, ;몹齊中央, 上貴心, 入P候上願, I월톱 

上緊꽤뎌之下中央‘ 此生病,從少뼈上術心而痛,不 

得前後, 鳥衝패, 其女子不캘 縣待遺翊U감乾. 督)JIK

生病, 治督DIK, 治在骨上, 甚者在齊下營,

7. 少願痛

『素問·平A氣象論篇』

τt口O따沈而弱, 티寒熱及film양少題痛. 

HJ~急者, 티패病少碩痛 

『素問 ·IJIK解篇』

j新陰所늠뽑微9퍼, 歸A少順睡者, )f!l(陰者, 辰也, 두 

月 陽中之|쏠, 쩌在中, 故티廠'iiti少眼睡也. 所謂R품홉 

痛不可以佛1fP者, 三月-振榮華萬物, -他而不↑rp

也. 所謂쨌縣9피庸n長者, 티陰亦盛而HJKH끓不通, 故티 

쨌縣9퍼也. 所謂甚則|양乾熱中者, 陰陽相博而熟, 故

1힘내E也 

『索問·至휩要大論篇‘』 

11皮伯티. 陽明司天, 操i'f:所勝, P,lj木乃R免榮, 草

乃陳生, f$骨內變, 民病左~:U%痛, 寒淸於中感而않, 

大씨〈章候, 效, 뼈中嗚, 注따, 驚땐, 名木敏生, 쩌 

극f下, 草魚上首, I~、)Jh!J暴痛, 不可反빼, l양乾, 面塵

體痛, 3t夫廠빠, 歸A少眼痛 덤H未쁨, 傷擔座熾,

짧蟲來見, 病本予Rf. 太衝總, 死不治,

『靈樞·經HJK』

Bf足l新陰之WK, 起於大指蕭毛之縣, 上備足빠上 

願,去內많-#,上많八#, 交出太陰之後,上爛入

廳, 備股陰, 入毛中, 過陰器, :t.a>J얘흥, 俠뿜屬lF, 

絡廳, 上貴뼈, 布腦mJ, 細-p候n龍之後, 上入/얹했, 連

§ 系, 上出賴, 與督RIK會於懶. 其支者, 從目系下頻

養, 環흡內 其支者, 復從Bf, 31]買隔, 上注뻐. 是

動則病體痛不可以f免때, 文夫}賣?퍼, k럼A少顆H重, 甚

RIJI없乾, 面塵, n兌色 是主Bf所生病者‘, 뼈滿, U區팽, 

짧j떠, 孤{피, 遺翊, 1춰縣. 체此諸病, 盛則j寫之, 虛
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則補之, 熱則흉之, 寒則留之, 階下&IJ잣之, 不盛不

虛, 以經取之. 盛者, #口大-倍於人迎, 虛者, τf 

디反小於A迎也, 

8. 陽單石病

『靈樞·水騙』

H융훌훌↑可如. 破伯티‘ 寒氣客於陽外, 與衛氣相博,

氣不得營, 因有所緊,癡而內著, 惡氣乃起, 훤肉乃 

生.其始生也,大如維떠,稍以益大,至其成如懷子 

之狀, 久者離歲, 按之&iJ堅, 推之則移, 月事以時下,

此其候也.

石病何如. U皮伯日; 石폈生於뼈中, 寒氣客於子

門, 子門閒塞, 氣不得通, 惡血當i寫不鴻, 뼈;以留止, 

B 以益大, 狀如懷子, 月事不以時下, 皆生於女子,

可違而下.

9. 塵後

『素問·通評虛實論篇』

帝티; 쭈L子而病熱, 服縣小者何如. 뼈伯日; 手足

溫則生, 寒則死.

帝티, 쭈L子며風熱, P밟嗚眉息、者, 服何如‘ 뼈伯 

日: P밟嗚텀息、者, R없實大也‘ 援&1J生, 急&1J 死.

『靈樞·五禁』

黃帝a: 阿謂五養. m支伯日; 形벡已賽, 是一養

也. 大養血之後, 是二養也. 大ff出之後, 是三養也.

大뻐之後, 是四養也. 新塵及大血之後, 是五尊也.

此皆不可鴻

10. 其他

『素問·玉版論要篇』

容色見上下左右,各在其要,其色見漢者,場波主

治,十日 B. 其見深者,必齊主治,二十-B 已.其

見大深者, 엠컸酒主治, 百 BB. 色天面脫, 不治, 百

日盡已. 服短氣總死, 病溫虛甚死, 色見上下左右,

各在其要, 上寫i헌, 下寫從, 女子右寫進, 左寫從;

『黃帝內經』에 냐타난 歸A科에 關한 文歡考察

男子左寫遊, 右薦從. 易重陽死, 重|쏠死‘ 

T靈樞·五色』

各有部分, 有部分, 用陰和陽, 用陽fD陰, 當明部

分, 萬짧萬當, 能~I]左右, 是謂大道, 男女異位, 故

日陰陽. 審察澤天, 謂之良I. ∼ 男子色在於面王,

馬小願痛,下寫떼痛,其園直鳥뿔痛, 高寫本,下짧 

首, 孤?떠鷹|쏠之屬也. 女子在於面王 寫R췄ll7't子處 

之病,散寫痛, 博寫聚, 方員左右, 各如其色形. 其

隨而下至뼈, 薦품, 有潤如賣狀, 웰暴食不灌. 

『靈樞·五흡五味』 

黃帝티; 歸A無驚者, 無血氣乎. 破伯日; 衝뼈{王 

服, 皆起於뼈中, 上個背훌훌, 섰풍經絡之海. 其浮而外

者, ↑휩眼右, 上行會於g떠메롯, 7.JIJ而絡흡口, 血氣盛則

充I홈熱l침, 血獨盛則擔慘皮庸, 生좋毛. 今編人之生,

有餘於氣,不足於血,以其數脫血也‘ 衝任之孤,不

榮口屬,故驚不生意

『素問·大奇論篇』

n!K至如랩鐘, 是9힘精不足也, 病善言, 下露而死,

不言可治

N. 考察 및 結論

黃帝內經은 內經이라 簡稱하기도 하는데 東洋

醫學에서 現存하는 最古의 醫書아다.5) 이논 中國

의 전설적인 帝王 중 한사람인 皇帝가 뼈伯을 

비롯한 鬼l멋區, 伯高, 少師, 雷公 등 여섯선하와 

함께 問答을 통하여 의학의 이치를 밝히는 형삭 

으로 쓰여져 있다.6) 

黃帝內經은 素問과 靈樞 두 부문을 포괄하고 

있으며 黃帝內經의 著作年代는 현재 확실히 알 

수는 없으내 대부분의 학자들은 戰國에서 奏漢

사이의 작품으로 보고 있다. 어느 한 사람이 쓴 

것이 아냐라 戰國에서 西漢에 이르기까지의 醫웰 

을 모두 모은 것으로 그 내용은 매우 풍부하여 

基本理論으로부터 淚病說明, 該廠. 治標, 養生,
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힘.~잣능애 이르7]까지 상세히 기재하고 있다 특 

히 tr(’1팎內땀에 나타난 韓醫웰 基本理論은 과거 

의학이흔의 總結일뿐만 아니라 이후 일천여년 韓

絡웰 이분의 N~HIJ 이 되었다. 수천년동안 障醫學

|폐1싸에서 治뺏方法과 ~J:탬f 그리고 方썩j 등은 많 

은 벨전을 하였지만 1않뽑學 理論은 가장 기본적 

인 문제이l서는 퍼*內經의 11!땐을 넘지 못하고 

있으니 오늪에 이료기까지 陳뽑흉學어l서 윌帝內經 

은 대단한 ;힌義갈 가지고 었다.이 

그랴므쿄 i다·해內經에 나타난 쩌·人*|的 내용을 

강察하는 것이 1밟方서·A.科ι받의 文많!~~fHt에서나 

1:;::M.+:에서나 반드시 픽요하다고 생각되어 본 죄升究 

꽉 시행하게 되었다. 

-..i:ζ f쿄. 
篇名(條文數)

{종 

쩨K a셋 文

1::111天휩J쩌篇(1), 띤陽ZIJilili篇(2), 

Tu'없lltiili篇(1), 王Jl);.l폐봤篇(1), 
If·人氣없論篇(2), 通라j옮띈論篇(1), 

값 
16 

~'\;熟病;폐좁(2), 뼈中atm篇[(2), 
24 

rr~ ?짖5페i캄(1 ), 7.1·패짜깜(2), 

大김tJ페篇OJ, DIJ\~¥씀.,(1), 
’「j·空論篇‘(2), /;Ji힘政夫論篇(1), 

:JL;正셈大詢篇(3), 至힐뽕大폐篇(1). 

~·l~ 
당|‘향냉~xi꾀;꺼形(1), 원~JJ띠(1), 썰·\病(1), 

에M;. 
8 ii.t'.i,(l), 水|꿇(2), h禁(1), 9 

n곱]iiκ(1), 論맺該R(l). 

표 1. 부인과 내용이 실란 篇名피 {앓k;默 

w매f內*생에서 셔·人科 내용이 섣린 條文은 素

I벼 16鎬에서 24條文, 靈취하 8篇에서 9條文으로 

총 24깜에서 33條文이 해딩되었다. 

1\)l;lE紀大論篇어1 가장 많은 3條文이 있었고 

I' 핑|해‘ 따|영別;@篇 ·Zf·A.氣잉論篇‘납F熱病論篇·뼈中 

~mr篇·검Hili긴떼篇·'티·空論篇』, 『靈樞,.Jj'()J강」 에서 211옳 

文이 있었다. 
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內容 條文數

쩨f振 9 
無月經 6 
少觸痛 4 
채li屬 2* 
帶下 2 
生理 2 

R융륙훈 • 石~핏 2 
塵後 2 
不끼f 1 
其他 4 
표 2. 內容分類와 해딩 {深文數

tlfftl표어l 관한 條文。l 9개로 가장 많았고 無月

經, 少願痛 h치i템, 챈下, 生理‘ 陽F흉·石쐐, 한£後, 

不ft(T:)I頂이었다 

各各의 條文의 내용을 구체적으로 살펴보변 

다음과 같다. 

1. 生理

『素問·上古天률論』 2)에서 여자 7세에 l뿜氣기 

왕성해지기 시작하여 지아가 영구지로 바뀌면서 

모발이 ;설어자고 14세에 天젖가 이르러 任服이 

통하면서 太術9떠。1 왕성해지기 시작하여 띄經이 

때에 맞게 내오므로 자식올 낳을 수 있으며 21 

세에 띔氣가 充滿도l므로 λ}랑니기 나오띤서 成長

이 극어l 달하고 28세에 .커띔·이 견고해지면서 모 

발이 극도로 자라고 신체가 풍만해지며 35시l에 

陽明孤이 상부에서 쇠약해져 열굽이 다 초춰1해지 

면서 uj 리카락이 세기 시작하며 49세이 f王9떠이 

허약해지면서 太衝R따도 哀小해지고 天쫓가 고갈 

되어 地追가 通하지 않으므로 행체가 쭈글쭈글해 

지떤서 자식을 낳을 수 없다 하여 여자가 애어 

나서 죽을때까지의 생리적인 변화릎 7이라는 수 

블 이용하여 서술하였다. 

『素問-五藏l:IJ해」 2)에서 패는 地氣로부터 생낀 

것인데 陰精을 저장하고 地氣릅 본받았으므로 저 

장하되 쏟아내지 않으니 奇’떠之]서랴 부른다 하여 

파 즉 子宮어l 태해 섣멍하였다. 
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2. 雄振

때fft끓時 服에 대하여 『素問·2fA氣象大論』21과 

『靈樞·論淚珍R』 4)에서는 手少陰服의 動이 심한 

자를 빠振服이라 하였고 『素問·陰陽,5]1]論』 21에서 

는 陰博陽,5]1] 즉 沈홉JI에서 견설하게 博動하여 漢

部의 박동과 구별되는 것을 찌f振服이라 하였고 

眼中論2) 에 냐오는 組·振服에 대한 해석은 註家마 

다 차이를 보이는데 太素에서는 빠振한 부인에게 

병이 생기나 쩌氣를 나마때는 맥은 나타나지 않 

는다라고 하였고 王때은 經閒이나 마치 짧振한 

것저렴 ~m1K이 없을 수 있다라고 하였으며 類經

에서는 찌f振時 몸에 병이 었는 것 같으Lj- 에애파 

이 없는 것은 服兒가 있기 때문이지 병 때문은 

아니라고 하여 차이를 보였다. 

『素問·六퍼正紀大論』31에서는 꺼f振H뽑 用링혐의 

원칙인 有故無鎭에 대해 나와 있는데 즉 짧振했 

을지라도 약물을 사용할 까닭아 있으면 맹펠한 

약물을 사용해도 임신부에게 손상이 없고 대아에 

게도 손상이 없다라고 하며 또한 큰 積聚에 맹 

렬할 약물을 사용하여 이가더라도 積聚가 반쯤 

감소되면 중지해야지 Aj 나치면 죽을 수 있다라고 

하였다. 

『素問·奇痛論』 2)에서는 염신 9개월에 말을 못 

하는 것에 대한 原댐1 病理機j摩 治法등을 상세 

히 설명하여 임선하여 9개월에 말을 못하는 것 

은 子宮의 絡IlJK이 단절되었기 때문이며 絡mK은 

뿜에 연계되어 있는데 足少陰뽑經이 줌本에 이어 

져 있가 때문에 말을 할 수 없다 하였고 특별히 

治標하지 않아도 出塵하면 회복되는데 오히려 j世

;fl]하면 고질병。l 형성된다고 하였다. 

『索問·五常政大論』:JI에서는 Z¥Di'1하고도 出塵하 

지 뭇히는 윈인을 二L 혜악 客氣릎 주재하는 氣

通이 온전하지 못하기 때문이라고 하였고 『素

問·六元iE紀大論』31에서는 太陽寒水의 司天이 지 

배적으로 작용할 때 마지막 客氣인 太I찮떻土에는 

캘服해도 태아가 죽는다고 하여 運氣로 염신해도 

출산하지 못하는 원안을 섣맹하였다. 

『素問·奇病論』 2)에서는 사람이 태어나면서 爛

흉誤이 있는 경우는 Ri'I病이라 하여 R쉰兒가 어 uJ 

T黃帝內經』어l 나타난 歸A科에 關한 文敵考察

나익 뱃속에 있을때 어머니가 크게 놀란 적이 

있을 때 생긴다고 하여 임선시 編生이 태야에게 

영향을 미쳐 병에까지 이르게 됨을 셜명하였다. 

3 ‘ 無月經

無月經을 일으키는 病因, 病理에 디}해 『素問·

|뚫陽,5]1]論」 2)에서는 二陽 즉 陽明이 병이 들어 心

牌어l 이르면 不月에 。l른다고 하였고 「素問‘評熱

病論』21에서는 n힘R없閔로 인해 月事不來가 온다고 

하였는더l 즉 뾰服은 心에 이어졌다가 )j힘中에 연 

락되는데 지금 水氣가 上通하여 Riff를 遍원하기 

때문에 心氣가 아래로 통할 수 없기 때운이라 

하였다. 또한 「素問·評熱病論』 2)에서는 는 賢風얼 

때는 刺鐵하면 안되는데 刺鐵한 경우 月事不來가 

올 수 았다고 하였다. 『靈樞·쩌氣藏府病形』4)에서 

는 賢nJK이 微j뾰한자는 不月에 이른다고 하였다. 

『素問·眼中論』21에서는 血해證의 JJR 因, 9교狀, 

治法등을 상세히 설명하였는데 나이가 어렸을때 

심하게 피를 흘린 적이 있거나 술어l 취한채 ’11 
交하여 中氣가 站泡되면 血拍가 생기는데 치료는 

烏뼈骨4 禮짧l의 비율로 九을 만둡어 다섯얄씩 

삭후에 복용토록 하였다‘ 

『靈樞·熱病』4)에서는 女子如tll, 즉 月經不通일 

때 j형없7치을 취하여 內出시키고 발등 위 充血된 

絡服이 왕성한 곳을 전부 다 출혈시키라 하여 

月經不通의 치료법을 제시하였는데 女子#미|」에 

대해 註家마다 의견이 달라 짜振惡|따로 보는 견 

해도 있으며 또 相思病으로 보는 견해도 있다. 

4. 樹源

『素問·陰|場}JI]論』21에서는 hi!Jt폐의 IJIK該을 설I성 

하고 있는데 深部의 拍動이 弱하면서 漢部는 뿐 

實하게 f횡動하는 것을 前證이라 하였다. 

T素問·六元正紀大論』:lJ에서는 司天이 少陽相火

이고 中運이 太過되며 在天이 w:陰風木어l 해당하 

는 며$4·어l 少陰君火가 첫번째 客氣로 임할 때 

氣가 上훌II에 魔鴻되어 血樹證이 생긴다고 하여 
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jlli氣로 血術證의 원인을 설명하였다. 

5. 帶下

『索問·댔論』2)에서 Eli'f의 1월因에 대해 생각이 

무공하나 원하는 바를 얻지 못하여 마음속으로 

밖에서 음란한 짓을 하기 바라고 性交가 지나치 

게 섬하여 宗般i이 이완될때 白i'E證을 일으킨다고 

하였는데 類經에서는 白怪을 帶i해이라 하여 帶下

와 같이 보았다. 

『갖·問--띔·空論』 :J)에서는 任HIK의 순환 경로를 설 

명하며 任O없이 병들면 女子는 렘·下와 廠病, 積聚

가 생긴다고 하여 帶下의 원인을 任O없이 병든 

것으보 보았다. 

6. 不班

『素|멈--띔·空論』 :J)에서 督HIK의 순환경로를 설명 

하며 督O떠에 병 이 생기면 여자는 不쩌Hl'E, 擺證,

짜핏, 造振파, l텀따이 나타난다고 하여 督服에 

병이 든 결문 不~ff의 원인올 섣명하였다. 

7. 少題痛

『素問·平A氣찢大論』2)에서는 τt口 HIK이 沈하면 

서 弱할 경우 또한 O따이 ↑足急할 경우 꽤病, 下順

:Jifj이 있다 하여 빠減, 少順痛의 HIK該을 설명하였 

다. 

『素問 ·ij떠解』 :J)과 『靈樞·經HIK』 4)에서는 足淑陰

RT經의 是떼j病으로 셈A少뼈重이 생낀다고 하였 

고 『꿇問·玉힐要大論』:J)에는 陽明操金이 司天인 

해에 빠,A이 少뼈痛, 目{{未뿜, 擔傷 #‘짧L 등을 일 

으키는데 이눈 M에서 기인한다고 하여 딴經과 

체A少順重痛과의 연관성을 설명하였다. 

8. 陽單·石팽 

『靈樞·水服』4)에서는 ”융탤과 石病의 原因, 파 

狀, 짧別양뼈f, 治縣方法 등을 설명하고 있는데 
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陽豊은 寒氣가 陽의 외부에 침입하여 衛氣와 上

博하여 氣가 영양을 공급할 수 없어 이로 인해 

연계된 것에 累積 停뿜되면서 惡氣가 발생하고 

息、肉이 생기는데 처음에는 계란만 하다가 전점 

커져 뺨振한 상태와 같아지며 이를 누르면 견고 

하나 말면 이동하고 月經이 제때에 나온다 하였 

고 石減는 寒氣가 子門에 생기는 것으로 子門이 

閒塞되어 氣가 通할 수 없어 惡때이 鴻下되지 

않으면 피가 모여들고 나날이 커져 꺼f振한 상태 

와 같으며 月經이 제때에 나오지 않는다 하였다, 

9. 塵後

『素問·通評虛實論』2)에서는 塵後 熱病에 걸폈 

을때 據候를 판정하는 방볍에 대해 설명하고 있 

는데 版이 弱하면서 細小할 경우 손발이 따뜻하 

면 살고 한랭하면 죽는다 하였고 麗後 1파熱病에 

걸려 II밟息하면서 소리가 울리고 어깨를 들썩이면 

서 숨을 쉴 경우 HIK勞가 實하면서 HIK形은 大하 

는데 繹慢하면 살고 緊急하면 죽는다고 하였다. 

『靈樞·五禁』4)에서는 짧後에 出때을 많이 한 

후는 五養중의 하나로 寫해서는 안된다고 하여 

산후 침치료의 원칙에 대해 설명하였다. 

10. 其他

여자에 있어 얼굴을 望쓸하는 방법을 설명하 

고 있는데 『素問·玉版論』2)에서는 얼굴색이 여자 

는 右測이 通在, 左↑則은 Jll영在에 속한다 하였고 『

靈樞·五色』4)에서는 여자는 色이 面王(훨頭部)에 

나타나면 9旁)J)'t과 子宮에 병이 든 것이니 흩어지 

면 통증을 일으키고 모이면 취증을 일으키며 색 

이 聊部에 이르면 白품을 일으키고 지방과 같이 

윤기가 있으면 갑자기 음식을 過食하여 不i월한 

것을 下쩌한다고 하였다. 

『靈樞·五音五味』4)에서는 부인에게 수염이 나 

지 않는 까닭을 상세히 설명하고 있는데 부인은 

자주 脫血하여 氣는 맘盛하나 血이 부족하여 衝

服과 任服이 口흠部를 영양하지 못하기 때문이라 
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하였마. 

『素問·大奇論』 3)에서논 服이 9호樓와 같으면 a힘 

精의 공급이 부족한 것으로 병들어도 말을 잘 

할 경우는 죽고 말을 잘 하지 못하는 경우는 치 

료할 수 있다 하여 服精이 부족할 때 나타냐는 

맥상과 예후에 대해 설명하고 있는데 여기서 뼈 

는 註家에 따라 心包로 보기도 하나 王泳과 類

經에서는 뼈를 子宮으로 보았다. 
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